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いじめに対する傍観行動が事態の悪化を招く場
合があり、事態を目撃した人々の行動に注目した
取組への期待がある。目撃後の行動選択とその
結果の疑似体験を通して、今後自分にできる行
動を考えることが重要である。ネットいじめは学校
でのいじめの一形態であり、特にインターネットは
事態を早く広く悪化させる傾向がある。

いじめやネットいじめの生起状況の把握
・ ネットいじめの加害行動や目撃した人の行動の

生起等を複数の調査から明らかにした。
・ 目撃した人を対象とした調査では、悪口の書き

込みや陰口メールの目撃経験が多く、また、目
撃経験者と被害経験者の関係が遠いときに介
入行動がみられにくく傍観行動がみられやすい
こと等が示された。

研究成果の発信・共有
IS自体、ISやISの素材を用いた指導案等のダウンロードや指導案等の投稿ができるウェブサイトを公開した。

ISの開発と教育プログラムの提案・実践
・ いじめとネットいじめの事態の進行過程から体験

的に学べる教材を開発した。具体的には、同級
生の対人トラブルを目撃した主人公の立場で行
動（傍観や仲裁等）を選択し、選択の結果を疑
似体験したうえで自分にできる行動について考え
ること等を目指したISを開発した。

・ 高校生を中心にこのISを用いた教育実践を行っ
た結果、自分ができる具体的な働きかけの方法や
早期の行動の重要性を理解し、ネット上を含むコ
ミュニケーションの留意点等への考察も見られた。

本研究では、いじめとネットいじめの低減を目指し
て、(1) いじめやネットいじめの実態の把握、(2) 
(1)を基盤として、同じクラスの対人トラブルに遭
遇した主人公の行動を選択するインタラクティブ・
ソフトウェア（IS）の開発、(3) (2)のISを組み
込んだ教育プログラムの提案とその普及・実践
のサポートを行う。

代表論文：Studies in Simulation and Gaming, 22 
(Special), 39-48, (2012)
一般雑誌：道徳教育 「携帯電話・ネット使用がいじめに影
響する？」12-15, （2013年1月号）

大学のウェブページを通じて調査結果、ISや
ISの素材等を含む教育プログラム等の発信・
共有を行うことにより、今後のいじめ・ネットい
じめ予防の実践や研究の進展への寄与が期

待される。また、子どもが安心して社会生活
を送る環境を整えていくことにも寄与できると
考えられる。
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ISの場面の例本研究の調査（抜粋）


